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会社概要



２０２１年１０月　地域の持続的発展を目指して、同じ志をもつ福井銀行と福邦銀行が手を取り合い、新たな金融グループ「Fプロジェクト」が

誕生しました。（福井銀行が所有する福邦銀行の議決権割合 ５１．９８％）

　　　　　　　　　　
未来

福井

地域・お客さま

Future

Fukui
FOR

未来

福井銀行

福邦銀行

Future

Fukuibank
FOR

&

Fukuhobank

持続的発展
福井を中心とした
地域の持続的発展

福井銀行・福邦銀行
の持続的発展
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Fプロジェクト
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会社概要

■ 名称／株式会社 福井銀行
■ 所在地／福井県福井市
■ 設立／1899年12月19日
■ 従業員数／1,312名

■ 名称／株式会社 福邦銀行
■ 所在地／福井県福井市
■ 設立／1943年11月５日
■ 従業員数／389名

■ 店舗ネットワーク

その他都府県店舗
京都、東京、大阪、愛知

（福井・福邦　２行合計）

Bank In Bank　 店舗

店舗内店舗　　　 店舗

バーチャル店舗等含めて　  　　  店舗

107店舗有人店舗合計

（20２２年3月末）

石川県

福井県

9 3

2

85

滋賀県

富山県店舗

店舗

店舗

店舗

25
137

1



経営資源（ヒト・モノ・カネ・情報）をグループ内で最大限活用
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グループ体制

コンサルティング
（福井キャピタル＆コンサルティング）

人 材
（福井キャリアマネジメント）

信用保証
（福井信用保証サービス）

リース
（福銀リース）

決 済
（福井カード・福邦カード）

デジタル
（福井ネット）

新分野
（投資専門会社（計画））

地域商社
（ふくいヒトモノデザイン）

福井銀行・福邦銀行の2ブランド
営業を継続し、幅広いお客さまの
課題解決を支援します
本部機能統合により、ヒトを中心
とした経営資源を有効活用します

高い専門性を活かして、お客さま
の課題解決を支援します
規制緩和の機会やグループ役職員
の多様なアイデアを活かして、
新分野への事業展開（新しいビジ
ネスモデルの創造）を行います

福井銀行・福邦銀行

グループ会社



（福井・福邦 ２行合算） （福井・福邦 ２行合算） 

2021 / 3 2022 / 3

預 金等

預金等・貸出金の状況

2020 / 3 2021 / 3 2022 / 3

貸 出金

2020 / 3

億円兆 3,3013
2022 / 3

2022 / 3

％56

福井県内の
預金シェア

Fプロジェクト

億円兆 1,4912
2022 / 3

2022 / 3

福井県内の
貸出金シェア

％50
Fプロジェクト
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連結

経常収益

コア業務純益

経常利益

2021年
3月期

20２2年
3月期

2021年
3月期

20２2年
3月期

5,604

3,122

33,282

単 体

当行の業績　2022年３月期　決算の概要（総括）　損益の概要

（百万円）

当期純利益 2,027

5,486

584

33,672

491

△118

△2,538

390

△1,535

増減

経常収益

経常利益 4,234

41,883

（百万円）

親会社株主に
帰属する
当期純利益

2,553

△754

45,790

4,440

△4,989

1,886

3,907

増減

経 常 利 益 ： 予防的引当の計上による与信費用増加
等により2,538百万円減少

当期純利益 ： 店舗統廃合による固定資産の減損損失
の計上により1,535百万円減少

経 常 利 益 ：

２０２２年３月期よりFプロジェクトの決算

経 常 収 益 ： 福邦銀行を子会社化したことにより増加

福井・福邦両行が予防的引当の計上に
より754百万円の経常損失

当期純利益 ： 特別利益としての負ののれん発生益計上
により4,440百万円計上
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ビジョン・中期経営計画
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それぞれが築いてきた
「ミッション」「バリュー」

存在意義

価値観

企業理念
地域産業の育成・発展と

地域に暮らす人々の豊かな生活の実現

経 営 理 念
地域社会への 貢献
健全なる経営
活力ある職場

経 営 理 念
トライアングル・バランスの 実 現

行 動 理 念
「 誠 実 」×「 情 熱 」×「 行 動 」

「 今 日 の 誓 」

福 邦 の 心
至 誠 の 心

和 の 心

進 取 の 心

共 存 共 栄 の 心

Miss ion

Value



地域活性化の

機会

交通インフラの整備

事業のポテンシャル拡大

敦賀港湾
物流機能強化

規制緩和

北陸新幹線
敦賀延伸（2024年）

中部縦貫自動車道
県内全線開通
（2026年）

ダイバーシティ
拡がり

デジタル化
進展

環境変化の

脅威
都市部への
人口流出

事業所数
減少

人口減少
少子高齢化

地域経済の衰退

伝統的な金融ビジネスの縮小

競争激化超低金利
継続

異業種参入

2-2

地域経済や金融機関を取り巻く環境は厳しさを増す一方、地域活性化につながるチャンスが目前に迫っています。

私たちを取り巻く環境
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ビジョンに込めた想い

私たちの基盤地域である「福井県」、そして基盤業務である「銀行業」。

どちらも、将来を懸念する声があちらこちらから聞こえてきます。

でも、本当にそうでしょうか？

福井県にはもうすぐ北陸新幹線がやってきます。

アフターコロナでは、観光やビジネスでたくさんのお客さまがお見えになるでしょう。

銀行も業務の幅がどんどん広がります。お客さまや地域の発展のために、

これまでには考えられなかったサービスを提供することができるようになります。

そうです。私たちを取り巻く環境は常に「脅威」と「機会」が表裏一体で存在しています。
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ビジョンに込めた想い

「脅威」を克服するために、そして「機会」を捉えるために、

私たちは、これまで培ってきた強みを最大限に活かし、多様な「チャレンジ」に伴走していきます。

職員一人ひとりが個性を発揮し、ウェルビーイングを実現するための「チャレンジ」に。

お客さまが課題を乗り越え、事業成長や資産形成を実現するための「チャレンジ」に。

地域の魅力度を高め、活力にあふれた地域を実現するための「チャレンジ」に。

そして、地域内で生み出された価値（地域価値）が循環し続ける未来を実現します。



私たちの目指す姿

私たちは　職員・お客さまの多様なチャレンジに伴走し
「地域価値循環モデル」を実現します

Slogan

Vis ion

チャレンジ、いいね。
2-5

F  V i s i o n  2 0 3 2プロジェクト



2-6C H A L L E N G E

C H A L L E N G E

C H A L L E N G E

地域価値循環モデル

生み出された価値が
新たなチャレンジに循環

［ 職員のチャレンジに伴走 ］

ウェルビーイングの実現

［ お客さまのチャレンジに伴走 ］

事業成長や資産形成の実現

［ 地域のチャレンジに伴走 ］

活力にあふれた地域の実現
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職員、お客さま、地域のチャレンジに伴走した先に、
４つのゴールを目指します。

チャレンジゴール

※ 県民所得：個人や企業の所得を表す県民経済全体の所得のこと　※ 活力人口：「福井県長期ビジョン」で基本目標に掲げる人口の考え方。交流人口・関係人口を定住人口に換算し、定住人口と足し合わせた人数のこと

ウェルビーイングを実感する
職員の比率

%

福井県活力人口

万人

連結当期純利益

億円

1人あたりの福井県民所得

万円＋

※ ※
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ウェルビーイング戦術 コンサルティング戦術
（地域）

コンサルティング戦術
（個人）

ユーザビリティ戦術
（法人・個人）

05

ファンダメンタル戦術

コンサルティングドメイン ユーザビリティドメイン ファンダメンタルドメイン

06

機能別戦術（人事）
07

09

10

1 1

08

グループ体制

コンサルティング戦術
（法人）

機能別戦術（チャネル）

機能別戦術（デジタル）

経営管理体制

（戦術）
中期経営計画Ⅰ

私たちは　職員・お客さまの多様なチャレンジに伴走し　「地域価値循環モデル」を実現します

チャレンジゴール 福井県民所得
の増加

福井県活力人口
の増加

職員のウェルビーイング
の実現

連結当期純利益
の増加

V i s i o n

02

03

04

01

ウェルビーイング実現
に向けた取組み

3つのドメイン
による事業展開

事業ポートフォリオの構築
（経営資源配分）

長期経営計画
（戦略）

戦略体系



4つの
キーファクター

目指す状態

理念・方針 組織・風土 環境・処遇 意欲・成長

理念への
理解・共感が高まっている

ビジョン・経営計画への
理解・共感が高まっている

営業方針・事業計画への
理解・共感が高まっている

部署内外と良好なコミュニ
ケーションができている

チャレンジが組織的に
奨励・促進されている

上司・同僚との信頼関係が
構築されている

業務遂行に必要な
環境が整っている

ワークライフバランスの
均整が取れている

処遇に対する満足感・
納得感が高まっている

仕事へのやりがいが
高まっている

ポジティブな感情が
高まっている

高い目標に向かって
成長を実感できている

ウェルビーイング実現に向けた取組み

ウェルビーイングの実現につながる重要な要素（キーファクター）を、4つに分類しました

2-9

ウェルビーイング
の測定方法 グループ全役職員を対象に、毎年「ウェルビーイング調査」を実施します。

調査結果を基に、目指す状態とのギャップを特定し、ウェルビーイングの実現に向けた施策を展開します。



理念・方針

組織・風土

環境・処遇

意欲・成長

理念教育の継続 タウンホールミーティングの開催 インナープロモーションの強化

マネジメント改革の継続 ダイバーシティの推進 １ｏｎ１ミーティングの定着

人事制度の定着 健康経営の強化 働き方改革の進化

考え方教育の開始 キャリアプランの形成の支援 リスキリングの強化

タウンホールミーティング

新しいビジネス創造に向けたプレゼン大会

ウェルビーイング戦術
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理念・方針への理解が深まり、共感して行動につなげる

心理的安全性が高まり、チャレンジが生まれる組織・風土を構築

いきいきと働ける環境や納得性の高い処遇を実現

働きがいが高まり、高い目標へのチャレンジを通じて成長を実感する



3つのドメインによる事業展開
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私たちが展開する事業領域（ドメイン）を、提供する価値を軸に3つに分類しました

ドメイン毎に「中長期的な事業の戦略」を定めます

ファンダメンタルドメイン

ユーザビリティドメイン

コンサルティングドメイン

役　割事業内容ドメイン 具体例

コンサルティング
事業性投融資
資産運用・承継

真の課題解決の実現ソリューションの提供
（ファイナンスを基本に）

コンサルティングの土壌
形成

金融インフラサービス
の提供

グループ体力向上に
資する収益基盤の構築
マーケットノウハウの還元

マーケット運用の実践

非対面取引
預金・為替取引
税公金取引

市場運用
ストラクチャード・ファイナンス
事業性融資（都市地区）



価値提供
ステップ

戦略の
ポイント

定 義 お客さまの課題解決
支援ニーズに対して

コンサルティングドメイン

職員の伴走支援
により

ソリューション（解決策）を
提供するドメイン

1st

マインド
スタンス
体　  制

（圧倒的な当事者意識）

（課題の発見から解決まで長期目線で伴走）

（あらゆる課題にグループで対応)

真の課題の発見

お客さま理解を通じて
真の課題を発見する

一歩目を踏み出すための
チャレンジを後押しする

2-12

2nd
お客さま起点の

ソリューションの提案
真の課題に対する最適な
ソリューションを立案する

チャレンジに自分事として
寄り添う

3rd

課題解決の実現

ソリューションを実行し
解決まで粘り強く支援する

解決後に発生する新たな
課題も継続支援する



ネットワーク（産学官金連携）を活かした「まち・ひと・しごと」の面的支援

地方公共団体との協定締結
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時期

2015年度 越前市  福井市
勝山市  大野市
小浜市  敦賀市
美浜町

2016年度 永平寺町  坂井市
福井県  高浜町

2017年度 あわら市  越前町
鯖江市  南越前町

地方公共団体 主な連携と協働

【勝山市】
長尾山総合公園整備

【あわら市・坂井市】
あわら坂井ふるさと創造
推進協議会（アズAS☆）

【越前市】
越前たけふ駅
周辺開発

【敦賀市】
敦賀駅西口整備

【坂井市】
三國湊の町家活用

【あわら市】
芦原温泉駅周辺整備

【福井市】
福井駅前周辺再開発

【小浜市】
まちづくり会社、REVIC、
フィッシャーマンズワーフ

ふくいヒトモノデザイン（株） 設立
2022年  7月28日　設立
2022年10月  1日　事業開始予定
● 旅行商品企画・販売促進などの観光事業
● 地場産品のプロモーションや販売などの物販事業

コンサルティング戦術（地域）

「福井駅前電車通り北地区Ａ街区市街地再開発組合」ＨＰより



伴走型支援を通じた真の経営課題の発見と解決

コンサルティング戦術（法人）
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グループ全体での総合コンサルティング



伴走型支援を通じた真の経営課題の発見と解決
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コンサルティングメニュー

人材紹介に関する
ノウハウと情報を集約
幅広い人材ニーズに対応

コンサルティング戦術（法人）

（株）福井キャリアマネジメント 設立

● 創業支援
● ビジネスマッチング
● 海外支援
● 計画等策定支援
● SDGｓ経営支援サービス
● CO₂排出量算定サービス
● 事業承継・M&A
● IT・DXコンサルティング
● 人材採用・発掘・育成支援
● 資金決済支援
● 設備導入・入替支援



相談拠点の充実

● 各種ローン
● 積立型投資信託
● ｉＤｅＣｏ
● 国債
● 投資信託
● 個人年金保険（一時払）
● 外貨預金
● 金融商品仲介

● 医療保険・がん保険
● 個人年金保険（平準払）
● ｉＤｅＣｏ

お客さまのライフステージにおける様々なニーズに
対応した商品ラインアップの充実により、お客さま
の課題解決支援に取り組んでいます。

お客さまのライフステージに応じ生じる様々な
不安や悩みを、高度な専門知識・経験を有する職
員がサポート。

ふやすのこす

そだてる

そなえる

そだてる・ふやす

そなえる
● 個人年金保険（一時払）
● 終身保険（一時払）
● 信託業務
● 財産承継コンサルティングサービス

のこす

ライフステージに応じたサービスの展開によるＱＯＬの向上
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「ふくぎんプラザ」「ほけんプラザ」

総資産コンサルティング

コンサルティング戦術（個人）



金融商品仲介業務における包括的業務提携に関する基本合意

コンサルティング戦術（個人）
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地域のお客さまの資産形成を支援し、お客さまの安定した生活に貢献
福井県を中心とした地域の持続的発展に貢献

コンサルティング機能の強化、サービスレベル・お客さま満足度の向上

福井銀行 野村證券

相乗効果

福井県を中心とする

地域の幅広い

お客様さまに対して

質の高い

サービスを提供

強み 強み

地域密着の本支店
ネットワーク

顧客セグメントに応じた
フォーメーション

コンサルティング
営業ツール・人材及び
人材育成

商品・サービス
供給力

圧倒的な顧客
ロイヤリティ

長年にわたって蓄積
された地域の情報



ユーザビリティドメイン

価値提供
ステップ

戦略の
ポイント

定 義 お客さまの金融
ニーズに対して

デジタルを中心とした
チャネルにより

金融インフラサービスを
提供するドメイン

1st

チャネル
スピード
コストコントロール

 （ヒト×デジタルのハイブリッドチャネル）

 （ニーズ充足までの素早いサービス提供）

　　　　　  （Fプロジェクトでの効率的運用）

チャネルの提供

ヒトの安心感とデジタルの
利便性を両立し、地域性に
適したチャネルを提供する

2nd

ニーズの喚起・充足

蓄積したデータを元に、
お客さまニーズを喚起する

ニーズに応じたサービスを
スピーディーに提供する

3rd
コンサルティングの

土壌形成
課題解決支援ニーズが
発生したタイミングで
ご相談いただける
お客さまをふやす

2-18



金融インフラサービスの利便性向上とプラットフォームの構築

ユーザビリティ戦術（法人・個人）

2-19

戦 術

中小零細企業・個人事業主のお客さま向けに、経営に役立つ
情報を一元化したプラットフォームの構築を目指します
人材採用 / マッチング / 補助金 / 財務診断 / SDGsなど

デジタル等の活用により法人サービスの利便性を向上します
事業性融資 / 為替 / キャッシュレス決済など

デジタルを中心としたエントリーチャネルの充実や法人先のメイン化に
より、事業・生活基盤としてのお取引きをふやします

デジタル等の活用により個人サービスの利便性を向上します
消費性ローン / 資産形成 / 為替 / キャッシュレス決済など

個人のお客さま向けに、生活に役立つ情報を一元化した
プラットフォームの構築を目指します
Maas / デジタルクーポン / 地域通貨ポイントなど

法人プラットフォームの構築 個人プラットフォームの構築

事業・生活基盤としての預金・為替取引

法人サービスの利便性向上 個人サービスの利便性向上



価値提供
ステップ

戦略の
ポイント

定 義 私たちのグループ体力
向上タスクに対して

中長期目線とバランスを
基本とする考え方により

マーケット運用を
実践するドメイン

1st

運用資産の多様化
（オルタナティブ投資やサステナビリティ投資の拡大）

多様な資金運用の実践
2nd
長期安定的な収益基盤
の構築とノウハウの獲得

3rd
他2つの

ドメインに還元
分散投資によりリスク・リターンのバラ
ンスの取れたポートフォリオを構築する

グループ全体のポートフォリオを担う運
用のプロフェッショナル集団を形成する

ポートフォリオを柔軟に組み直しながら
長期安定的な収益基盤を構築する

マーケットからビジネスの潮流や
スキーム等のノウハウを獲得する

構築した収益基盤が成長分野の
投資財源を支える

獲得したノウハウを地域の
お客さま支援に還元する

2-17

ファンダメンタルドメイン
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資産運用の多様化とノウハウの蓄積

ファンダメンタル戦術

2-21

運用資産の多様化に継続して取り組み、リスク・リターンの
バランスの取れたポートフォリオを構築します
注力投資分野
クロスオーバー投資 / PE投資  / 外部運用委託

※PE：Pr i v a te  Equ i t yの略。　※LBO：Leve raged  Buyou tの略。　MBO：Managemen t  Buyou tの略。

※

高度化する資金調達ニーズへの対応と収益機会を拡大するため、
ストラクチャード・ファイナンスの強化に取り組みます
注力投資分野
LBO・MBO  / プロジェクト（再生エネルギー等） /
不動産（ノンリコースローン）

※

■ ストラクチャード・ファイナンス　■ コーポレート・ファイナンス■ クロスオーバー投資　■ PE投資　■ 外部運用委託　■ 国債・上場株式等

有価証券運用 ストラクチャード・ファイナンス

%55%10 %20 %75

2022年
3月時点

2025年
3月計画

2025年
3月計画

2022年
3月時点

戦 術



戦略分野への人財配置と計画的育成

機能別戦術（人事）

2-22

戦 術

Fプロジェクトの本部機能統合や店舗数の削減により捻出
した人員を、戦略分野にシフトします

長期的かつ俯瞰的な目線を持ちながら、主体的に考え、
判断し、行動できる人財（経営人財）を育成します
また、戦略分野における人財の専門スキルを高めます
　コンサルティング人財

　デジタル人財

能動的に学び、自らキャリア形成できる環境を整え、
組織全体の人財の能力向上に取り組みます
　E-ラーニングシステムの新規導入
　社内公募制度の拡充 / 多様な応募型研修の実施

お客さま・地域のニーズが多いコンサルティング分野に対して、
外部トレーニー等を通じてコンサルティング人財を育成します

3階層でデジタル人財の育成に取り組みます
（詳細は機能別戦略（デジタル）に記載） 

※人員捻出数と人員配置数の差（140名）は自然減

人財配置 人財育成

人員捻出 人員配置

Fプロジェクト

店舗統合

業務効率化

合 計

40名

60名

100名

200名

コンサルティング

デジタル

新規事業

合 計

30名

20名

10名

60名



地域に根差した「ヒト×デジタル」のハイブリッドチャネルの提供

機能別戦術（チャネル）

2-23

戦 術

※UI：User  In te r faceの略　UX：User  Exper ienceの略

店舗・ATMニーズの相対的な低下に
伴い、拠点数は削減します
お客さまニーズの変化に合わせて
店舗・ATMの機能を見直します

お客さまのライフスタイルに合わせて
様々なご相談チャネルを提供します
遠方のお客さまにもご利用いただける
非対面チャネルを拡充します

UI/UX  の向上により操作性を
大幅に改良していきます
WEB完結取引の拡充により、
IB・アプリの利用割合を高めます

※

店舗・ATM

100

50

0 0

100

300

400

500

200

2022年 2025年 2022年 2025年

150

店舗数

%▲20
ATM台数

%▲25

IB・アプリ 多様なチャネル

250,000

200,000

300,000

150,000

50,000

100,000

0
2022年 2025年

IB・アプリ登録先数 コンサルティング

ユーザビリティ

%+40
来 店 訪 問

来 店
コール
センター

WEB
リモート



デジタル利活用による利便性・生産性の向上

機能別戦術（デジタル）

2-24

戦 術

お客さま接点

データ利活用

業 務 効 率 化

人  財  育  成

(店舗)営業店タブレットの活用により、スピーディーな取引を実現します
(訪問)DXコンサル活動により、お客さまの生産性向上を伴走支援します
(非対面)「いつでも」「どこでも」「簡単で」「わかりやすい」サービスを提供します

蓄積したデータを基にデータベースマーケティングを実践し、お客さまニーズに合わせたサービスを提供します
行内データを収集・分析し、収益管理やリスク管理、時間管理等に活用することで、意思決定の迅速化を図ります

営業店業務の削減・集中と本部集中業務の効率化を進め、捻出した人・時間を営業活動にシフトします
本部業務の見える化と定例業務の削減・自動化を進め、捻出した人・時間を高付加価値活動にシフトします

1
2
3

.

.

.

組織全体でデジタルマインドの向上を図るとともに、3階層でデジタル人財の育成に取り組みます
全   役   職   員
プロモーター層
スペシャリスト層

 ： ITリテラシーの向上
 ： デジタルの利活用スキル・推進力の向上
 ： デジタルの専門スキル・課題解決力の向上



Fプロジェクトは、継続可能な地域社会の実現に向け、気候変動等の環境問題など地域社会を取り巻くさまざまな課題解決に

誠実かつ公正に取り組み、社会価値・経済価値・企業価値の向上を目指してまいります。

サステナビリティ基本方針

2-25

サステナビリティへの取組み

Ｅ
（環境）

重要課題（マテリアリティ） 具体的な取組み SDGs

S
（社会）

G
（ガバナンス）

① TCFDへの対応

環境保全の強化

ウェルビーイングの実現

Fプロジェクトの推進

事業成長や資産形成の実現

ESG投融資の拡大
気候変動リスク・機会に関する情報開示
自社のCO₂削減

多様な考え方や働き方の受容
職員一人ひとりの働きやすさと働きがいの向上
地域・グループの持続的成長に貢献できる人財の育成
健康経営の推進

コンサルティング機能の発揮
ユーザビリティの高い金融インフラの提供
次世代・若年層への金融リテラシー向上支援
持続可能なまちづくりの支援

コストシナジーの実現と適正な資源再配置
グループとしてのリスク管理の高度化

森林整備活動を通した自然環境の維持と環境保全意識の向上
ペーパーレスの推進

活力にあふれた地域の実現

②

③

④

⑤
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これまでの取組履歴

2018 12

10

6

9

4

2019

2021

2022

「福井銀行SDGｓ宣言」制定

「ふくぎんＳＤＧｓ私募債」取扱開始

「ふくぎんＳＤＧｓ経営支援サービス」取扱開始

「福井銀行グループサステナビリティ基本方針」策定

サステナビリティ委員会設置

ＴＣＦＤ提言への賛同表明

「ふくぎんＣＯ２排出量算定サービス」取扱開始　

当行の環境負荷低減

0

3,000

6,000

12,000

9,000

15,000

2016 2017 2018 2019 2021

（千枚）

（年）

12,236 11,563 11,240 10,694
9,159

2020

10,052

紙使用量

電力使用の多い本部建物を対象に水力電源
100％の電力利用に切り換え、電力由来のCO₂排
出量ゼロを実現します。これにより、年間1,300ト
ンのCO₂排出削減となります。

電源の脱炭素化

タブレットの活用や、紙の通帳を発行しない「Web
口座」やインターネット専用口座のご提供、電子協
議システムの導入などにより、業務の迅速化や生
産性の向上を図るとともに、紙使用量の削減に取
り組んでいます。

ペーパーレスへの取組み
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コンサルティング
ドメイン

ユーザビリティ
ドメイン

ファンダメンタル
ドメイン

億円+27 億円+4 億円±0

0

億円

30

45

60

15

75

90

100

15
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目標とする経営指数　２０２４年度（中計最終年度）

連結当期純利益

億円以上

連結自己資本比率 連結コアOHR 連結ROE

%以上 %以下 %以上3.07740 7.0

連
結
当
期
純
利
益

40
税
金

▲18

2
0
2
1
年
度

連
結
経
常
利
益

▲7

34

2
0
2
1
年
度

特
殊
要
因
控
除



+▲表記は全て2022年3月末比　※1：2025年3月末時点　※2：2022年4月～2025年3月末の累計

※1

※1

※2

※2

※1
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目標達成のためのKPI

連結当期純利益　　億円以上

ウェルビーイングを実感する職員の比率向上

項 目 トップライン向上 コスト削減

KPI

利 益

結 果

行 動

体 制

40

投融資配当利息 

コンサルティング人財
コンサルティング人財投資

法人コンサルティング・グループ会社
個人コンサルティング
有価証券運用 

＋
＋

ストラクチャード・ファイナンス

中小企業向け貸出残高
観光・まちづくり関連支援件数
SDGs・脱炭素関連支援件数
預り資産残高

課題『発見』・『解決』
コンサルティング

8物件費 億円

5人件費
▲
▲ 億円

20店舗数 ％

140人員数（自然減） 名
25

25

ATM台数
▲
▲
▲

％

お客さま接点（特に非対面）
万件
強化

IB・アプリ登録先数

20デジタル人財 名

5デジタル投資 億円/年

＋ 億円8

8,000

400

300
500

名30
億円/年1

＋
＋

億円15
億円5
億円＋

＋

＋

＋
＋

6
億円4

億円

量的・質的向上

件
件
億円



株主さまへの還元



202３年３月期　業績予想

連結

コア業務純益

経常利益

2022年
3月期

20２3年
3月期（予想）

20２3年
3月期（予想）

5,486

584

単 体
（百万円）

当期純利益 491

2,600

1,700

1,100

△2,886

1,115

608

増減

前年同期比 前年同期比

経常利益

2022年
3月期

△754

（百万円）

連 結 1 Q単体 1 Q
（百万円） （百万円）

親会社株主に
帰属する
当期純利益

4,440

2,900

1,700

3,654

△2,740

増減

コア業務純益

経常利益

20２2年
6月期

20２1年
6月期

四半期（中間）純利益
四半期（中間）純利益

3,628

1,916

1,295

1,169

712

298

20２2年
6月期

20２1年
6月期

1,843

1,124

828

356

2,459

1,203

996

経常利益 1,014

768

3-1
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配当方針（福井銀行）

リスクに見合った十分な自己資本を確保しつつ業績を上げ、安定的・継続的に配当を行うことに加え、

業績に連動した利益配分を実施することを基本方針としています

1株当たり年間50円の安定配当に業績連動配当を合わせた配当性向を20％程度とすることを目途としています

内部留保金につきましては、株主価値の向上につなげるべく、システム等のインフラ整備・強化に投資し、

強固な経営体質の構築に努めてまいります

1株あたり配当金

50円

2018 / 3 2019 / 3

50円 50円 50円 50円

2020 / 3 2021 / 3 2022 / 3

50円

2023 / 3 予想

配当方針と実績



ご案内
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統合報告書のご案内

「ＦＵＫＵＩ BANK REPORT 2022」の主な内容

■ 福井銀行の原点と現在
■ Ｖｉｓｉｏｎ/Ｓｌｏｇａｎ
■ 頭取インタビュー

■ 地域価値循環モデル
■ 中期経営計画
■ コーポレートガバナンス

「ＦＵＫＵＩ  BANK  REPORT  2022」（統合報告書）では、福井銀行の財務・非財務情報を統合的にご確認いただけます。
（当行ホームページよりご覧いただけます。）




